
さあ、投票するよ！ 

各国の国旗を手に子どもたちが宣言しました 

シュラスコをどうぞ 

ママ、上手に切れる？ 

カラフルな衣装をまとった 
フィリピン舞踊 

３
月
３０
日
、
可
児
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（
フ
レ
ビ
ア
）
の
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
を
記

念
し
て
、
外
国
人
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
「
フ
レ
ビ
ア
誕
生
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
施
設
は
、
外
国
籍
人
口
が
7
0
0
0

人
を
超
え
た
本
市
が
、
日
本
語
の
学
習
支
援

や
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
な

ど
を
行
う
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
て
き
た

も
の
で
す
。
 

午
前
１０
時
か
ら
の
式
典
で
は
、
命
名
者
の

表
彰
、
５
カ
国
の
小
学
生
に
よ
る
多
文
化
共

生
宣
言
に
続
き
、
市
長
、
議
長
ら
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
屋

外
ス
テ
ー
ジ
で
は
民
族
舞
踊
や
音
楽
な
ど
が
、

繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
研
修
室
で
は
外
国

人
の
ど
自
慢
大
会
や
日
本
語
に
よ
る
ス
ピ
ー

チ
発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
ど
ち
ら
の
会
場

も
参
加
者
の
熱
演
に
、
盛
ん
な
拍
手
が
浴
び

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
シ
ュ
ラ
ス

コ
（
牛
肉
の
串
焼
き
）
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が

振
る
舞
わ
れ
、
1
0
0
0
人
近
く
の
市
民
が

異
文
化
に
触
れ
な
が
ら
楽
し
い
１
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。
 

３
月
１９
日
、
東
可
児
中
学
校
で
は
、
可
児

市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票
箱
や
記
載
台

な
ど
の
資
材
を
借
り
て
、
本
格
的
な
ス
タ
イ

ル
で
生
徒
会
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
 

生
徒
た
ち
は
、
選
挙
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
た
後
、
廊
下
に
設
置
し
た
記
載
台
で
投

票
用
紙
に
記
載
し
、
投
票
し
ま
し
た
。
 

投
票
を
体
験
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
、
「
本

物
の
道
具
を
使
う
と
緊
張
感
が
あ
っ
て
よ
か

っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

４
月
１２
日
、
可
児
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

「
フ
レ
ビ
ア
」
で
、
可
児
市
国
際
交
流
協
会

主
催
に
よ
る
、
文
化
理
解
講
座
「
遠
足
弁
当

の
盛
り
つ
け
方
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
ペ
ル
ー
人
の

親
子
な
ど
約
６０
人
で
、
講
師
は
健
康
増
進
課

の
栄
養
士
が
行
い
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
母
親
た
ち
か
ら
は
、
「
同
じ
材

料
で
も
切
り
方
だ
け
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

広
が
る
の
に
驚
い
た
」
な
ど
と
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
 

２/ ２ ３・ ２ ４   

1 

今
年
も
市
内
各
地
で
春
の
お
祭
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

先
頭
を
切
っ
て
、
3
月
２８
日
に
は
子
守
神

社
大
祭
（
中
恵
土
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
0
0
店
近
い
露
天
商
の
数
は
近
隣
で
最
多
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
神
社
や
参
道

は
多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

4
月
6
日
に
は
、
白
鬚
神
社
の
大
祭
・
流

鏑
馬
祭
（
土
田
）
、
久
々
利
八
幡
神
社
大
祭
、

兼
山
桜
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

白
鬚
神
社
流
鏑
馬
祭
で
は
、
古
式
豊
か
な

武
家
装
束
を
ま
と
っ
た
若
者
が
馬
に
ま
た
が

り
、
参
道
を
駆
け
抜
け
な
が
ら
的
に
向
か
っ

て
矢
を
放
つ
と
、
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が

沸
き
上
が
り
ま
し
た
。
 

久
々
利
で
は
、
八
幡
神
社
で
神
事
が
行
わ

れ
た
後
、
二
基
の
神
輿
と
獅
子
の
行
列
が
、

途
中
で
合
流
し
た
二
台
の
山
車
と
共
に
八
剣

神
社
ま
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。
八
剣
神
社
で

は
、
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
た
後
、
「
前
車
」

「
後
車
」
と
呼
ば
れ
る
二
台
の
山
車
の
上
で

か
ら
く
り
が
華
や
か
に
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
兼
山
の
蘭
丸
の
森
で
は
、
満
開
の

古
城
山
の
桜
を
背
に
、
烏
峰
太
鼓
や
兼
山
小

学
校
金
管
バ
ン
ド
が
演
奏
を
行
い
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
4
月
１３
日
に
は
、
下
切
八
幡
神
社

大
祭
・
花
馬
祭
と
川
合
の
青
木
神
社
大
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

下
切
で
は
、
神
馬
と
、
色
紙
で
作
っ
た
花

に
飾
ら
れ
た
花
馬
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
足
取

り
で
地
区
内
を
練
り
歩
き
、
参
道
で
二
頭
合

流
し
て
神
社
へ
向
か
い
ま
し
た
。
 

川
合
の
青
木
神
社
で
は
、
宮
太
鼓
や
笛
の

お
は
や
し
に
合
わ
せ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
伝

わ
る
と
聞
く
、「
悪
魔
払
い
獅
子
」
と
呼
ば
れ

る
一
人
立
ち
の
獅
子
舞
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ど
の
祭
り
に
も
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、

郷
土
色
豊
か
な
春
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
ま

し
た
。
 

子守神社大祭 

土田白鬚神社大祭 

兼山桜まつり 

川合青木神社大祭 下切八幡神社大祭 

久々利八幡神社大祭 

こ
ま
も
り
 

し
ら
ひ
げ
 

や
 

ぶ
さ
め
 

こ
じ
ょ
う
ざ
ん
 

う
ほ
う
だ
い
こ
 

だ
　
し
 

み
こ
し
 

や
つ
る
ぎ
 

1011 広報かに 2008.5.1


